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要約
ヒルシュスプルング病は腸管内の神経節細胞が欠如し，機能的腸閉塞をきたすため，病変部
を切除する必要がある。病変部は，術中迅速病理診断によって確認されているが，判定に時
間がかかること，病理医を要することから，迅速かつ簡便な診断方法が求められている。そこ
で本研究では，非染色，非破壊で組織深部の分光情報を取得できるデバイスで，神経叢の可
視化を目指している。
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・病態と治療方法

・診断方法と問題点

提案手法の測定原理
近赤外ハイパースペクトラルイメージング(NIR-HSI)

ヒルシュスプルング病

実証および実用化に向けて協同して頂ける企業の方募集中

(約5千人に1人の先天性疾患) 
神経節細胞の欠陥で腸閉塞になる病気

開発デバイス

硬性内視鏡型のスコープでNIR-HSIを取得するシステム

期待されるアウトカム
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→ 現在，神経叢の可視化に向けて原理検証中

非染色で生体透過＋成分分析＋マッピングができる

内視鏡手術のナビゲーションへの応用や，
神経障害に起因する消化管運動機能異常の診断への展開も期待

術後機能温存，手術時間の短縮


